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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・防災訓練について

　日時：9/3（木）
　内容：13：00～消火器を使用した消火訓練→雨天時は9/10へ延期
　　　　14：30～防災に関するビデオ鑑賞
　　　　15：00～消防隊員による避難訓練・減災についての講演会
　参加スタッフ：工藤　弘美、馬場　勇治

・第4回院内研修について
　日時：9/15(火)、16(水)17:30～18:30　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール　
　テーマ：「防災訓練における目的や意義」　講師：防災委員会副委員長　宮崎　ひとみ
・青仁会ふれあい秋祭りについて

最終ミーティング：9/4（金）16:00～　　場所：病院4階ユーティリティ
　※参加できるスタッフは参加すること｡

＜利用者様情報＞

・繁名　和恵　様～来所時より表情冴えず、「生理痛でお腹が痛い。」と話している。グループホームで8: 30頃ポンタール服用したとの事だが、症状改善しないとのこと。静養室で休んだ後は「あまりスッキリしない。」と話すが、自身のペースでプログラムへ参加出来ている。身体不調の訴えがあった際には、話を傾聴し、状態を確認していく。

・高橋　洋子　様～昨日、娘様に一人暮らしをしたいと話したが、喧嘩にはならず「落ち込んでいるようだ。何も言葉が出てこなかった。」と話している。喧嘩をすると娘様に「出て行け。」と言われるが、「本心じゃなかったみたい。」とのこと。その後、公衆電話から青陽館に電話をかける際、娘様に姿を見られ、その後娘様から青陽館へ電話がある。持病もあり、一人暮らしは心配であり、家で夜間・早朝に片付けや外出する為、注意するが聞き入れてくれないとのこと。内容を本人へ伝えると、時間を決め「夜間や早朝は片付け・外出しない。」と穏やかに話している。お互いの気持ちを確認し、整理する為にも今後面談は行いたいとのこと。話をした後は落ち着いてプログラムへ参加出来ている。引き続き、娘様との関係で感情の変化があった際は都度、振り返りを行っていく。
・田中　一　様　～昨日は中途覚醒し血圧測定しており、117/72ｍｍHg、脈拍82回/分。血圧値を確認してから再入眠しているとのこと。まだ、不安が消えないと話している。傾聴することで落ち着いている。今後も血圧の変動を確認しつつ、本人の訴えを傾聴し不安の軽減をしていく。

・馬渡　武光　様～昨日のエアロビクスに参加するが、開始間もなくよりトイレに行き、30分程籠っている。その後、数分運動を行うがまた「トイレ」と腹部をさすりながらトイレに行っている。詳しく尋ねると「今朝、牛乳を飲んだから」と理由を話している。その他のプログラムではトイレに籠る様子は見られず、積極的に参加しており、青風荘に戻ってからも｢下痢はしていない｣と話している｡本日、排便や腹痛について確認すると、青風荘で排便があり、デイナイトケアでは排便はないと話している。腹痛はないとのこと。昼食は全量摂取。プログラムは問題なく参加している。引き続き、デイナイトでの過ごし方を様子観察し、身体不調を確認していく。
＜外来情報＞

・特になし。

